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五
年
前
の
平
成
二
十
一
年
に

野
見
山
さ
ん
か
ら
母
校
に
寄
贈

さ
れ
た
高
速
カ
ラ
ー
印
刷
機
が

大
活
躍
し
、
生
徒
の
教
材
、
配

布
物
も
カ
ラ
ー
印
刷
と
な
り
、

使
用
頻
度
も
既
に
二
百
万
枚
を

超
え
ま
し
た
。

　

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
費
用
は

約
八
十
万
円
か
ら
百
万
円
）
の

時
期
が
近
く
な
っ
た
た
め
、
野

見
山
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

快
く
最
新
機
種
を
も
う
一
台
寄

贈
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、

九
月
末
に
母
校
の
印
刷
室
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
級
乗
用
車
が
買
え
る
ほ
ど

の
高
価
な
印
刷
機
を
都
合
二
台

も
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
六
日
、
そ
の
印
刷
機

の
贈
呈
式
が
体
育
館
で
行
わ
れ
、

野
見
山
氏
か
ら
平
野
校
長
に
目

録
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
見
山
さ
ん
は
贈
呈
式
の
後
、

全
校
生
徒
に
「
人
生
の
生
き
方
、

会
社
と
仕
事
、
基
本
が
大
切
、

人
生
プ
ラ
ン
」
と
題
し
て
講
話

を
行
い
ま
し
た
。

　

何
事
も
す
べ
て
、
夢
を
持
っ

て
、
前
向
き
に
、
一
所
懸
命
に
、

取
り
組
み
、
好
循
環
な
考
え
方

で
、
た
と
え
失
敗
し
て
も
、
そ

の
失
敗
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
、
ま
た
人
生
に
お
い
て
目
標

を
決
め
て
計
画
を
つ
く
る
な
ど
、

野
見
山
さ

ん
の
実
体

験
に
基
づ

く
お
話
に

生
徒
も
熱

心
に
聴
き

入
っ
て
い

ま
し
た
。

入
学
式
か
ら
一
ヶ
月
も
経
っ
て
い

な
い
の
に
、
そ
の
校
歌
は
格
段

に
成
長
し
て
い
た
。
こ
の
間
の

学
校
当
局
の
生
徒
に
対
す
る
ご

指
導
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
申

し
上
げ
る
」

　
「
今
年
四
月
に
平
野
孝
幸
校

長
先
生
が
新
し
く
赴
任
さ
れ
、

学
校
運
営
に
非
常
な
熱
意
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
、
も
の
づ
く
り

や
部
活
に
お
い
て
小
倉
工
業
の

名
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
大
き
な
期
待
を
し

て
い
る
」

　
「
学
校
に
負
け
な
い
よ
う
に

我
々
も
母
校
を
思
う
心
を
前
面

に
出
し
て
、
北
辰
会
の
目
的
で

あ
る
同
窓
の
憩
い
の
場
と
す
る
、

ま
た
母
校
な
ら
び
に
在
校
生
を

支
援
す
る
、
こ
う
い
っ
た
強
い

思
い
を
持
っ
て
、
北
辰
会
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
北
辰
会

の
活
動
に
今
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
」

　

続
い
て
、
学
校
長
挨
拶
を
平

野
孝
幸
校
長
が
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
石
田
浩
一
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
（
昭
和
五
十
九
年
電
気
科
卒
）

に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶
、
そ

れ
か
ら
林
勝
男
副
会
長
（
昭
和

四
十
五
年
機
械
科
卒
）
が
部
活

動
後
援
会
長
挨
拶
を
代
行
し
て

行
い
ま
し
た
。

　

来
賓
紹
介
の
後
、
平
成
三
年

卒
当
番
幹
事
恩
師
、
大
林
郁
夫

先
生
が
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

総
会
議
案
審
議
は
、
恒
例
に

よ
り
森
会
長
が
指
名
さ
れ
て
議

長
を
務
め
ま
し
た
。

　

坂
田
智
之
事
務
局
長
（
昭

和
三
十
六
年
機
械
科
卒
）
か
ら

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
決
算
報
告
、
そ
し
て
平
成

二
十
六
年
度
事
業
計
画
案
お
よ

び
予
算
案
が
一
括
し
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
福
井

一
憲
監
査
（
昭
和
五
十
年
機
械

科
卒
）
よ
り
平
成
二
十
五
年
度

会
計
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
記
の
報
告
お
よ
び
提
案
に

つ
い
て
一
括
し
て
審
議
の
上
、
総

会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
選
考

委
員
会
の
小
屋
敷
憲
治
氏
（
昭

和
四
十
一
年
工
業
化
学
科
卒
）
よ

り
、
新
役
員
名
簿
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
提
案
を
審
議
の
上
、

総
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

◇
　
◇　

◇　

◇

新
役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

　

会
長

　
　

篭
原　

裕
明
（
新
任
）

（
昭
和
42
年
電
子
科
卒
）

　

副
会
長

　
　

森　
一
政
（
再
任
）

（
昭
和
41
年
電
気
科
卒
）

　
　

林　

勝
男
（
再
任
）

（
昭
和
45
年
機
械
科
卒
）

　
　

竹
川　

均
（
再
任
）

（
昭
和
49
年
機
械
科
卒
）

　
　

西
中
勝
明
（
新
任
）

（
昭
和
55
年
電
気
科
卒
）

　
　

池
尻
純
子
（
新
任
）

（
平
成
20
年
工
業
化
学
科
卒
）

　

監
査

　
　

岡
田
豊
実
（
再
任
）

（
昭
和
41
年
電
気
科
卒
）

　
　

福
井
一
憲
（
再
任
）

（
昭
和
50
年
機
械
科
卒
）

　

新
役
員
の
自
己
紹
介
終
了

後
、
新
役
員
就
任
挨
拶
を
篭
原

裕
明
会
長
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
母
校
応
援
団
指
揮

の
も
と
、
母
校
吹
奏
楽
部
の
伴

奏
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
竹
川
均

副
会
長
（
昭
和
四
十
九
年
機
械

科
卒
）
の
閉
会
の
辞
で
閉
会
し

ま
し
た
。

　

浅
学
非
才
の
私
を
ご
指
名
頂

き
ま
し
た
全
国
で
ご
活
躍
の
小

倉
工
業
高
校
同
窓
の
皆
様
の
熱

き
ご
支
援
に
こ
た
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
、
ま
た
、
母
校
思
い
で

無
償
の
奉
仕
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

た
岩
下
俊
作
先
輩
の
生
き
方
を

地
で
い
か
れ
た
先
輩
諸
氏
の
足

跡
を
大
事
に
し
な
が
ら
役
員
一

同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
支

援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

母
校
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を

支
援
し
ま
す

　

さ
て
、
母
校
は
、
今
年
度
素

晴
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
ま

す
。
学
習
面
で
は
、
日
頃
の
学

習
を
深
め
専
門
力
を
高
め
る
た

め
の
知
的
財
産
に
関
す
る
全
国

の
開
発
事
業
参
加
校
に
選
ば

れ
、
創
造
的
な
手
法
を
取
り
入

れ
た
授
業
実
践
を
行
う
な
ど
素

晴
し
い
教
育
実
践
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
陸
上

部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
連
続
出
場

は
三
十
二
年
と
つ
づ
き
、
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
大
会
で
は
四
年
ぶ

り
に
県
大
会
優
勝
、
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
先

輩
諸
氏
が
期
待
し
て
い
る
野
球

部
も
若
き
指
導
者
が
四
月
よ
り

�

会
長　

林　

勝
男

 

（
昭
和
45
年
機
械
科
卒
）

 

（
新
役
員
右
か
ら
三
人
目
）

◇
部
活
動
が
ん
ば
ろ
う
会

　

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九

日
、
小
倉
飯
店
に
お
い
て
十
八
時

三
十
分
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
学
校
関
係

二
十
九
名
、
同
窓
会
関
係
三
十

名
、
保
護
者
十
九
名
、
合
計

七
十
八
名
で
し
た
。

　

昨
年
同
様
、
第
一
部
は
外
部

講
師
に
よ
る
講
演
。
第
二
部
は

懇
親
会
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
外
部
講
師
は
、
県

立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
ク
ー
ル
校

　

平
成
二
十
六
年
度
小
倉
工
業

高
等
学
校
北
辰
会
総
会
は
、
五

月
二
十
五
日
（
日
）
に
小
倉
飯

店
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
堺
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

当
番
幹
事
は
平
成
三
年
と
平
成

十
五
年
卒
業
生
が
務
め
ま
し
た
。

　

総
会
は
巴
山
高
敬
氏
（
平

成
三
年
工
業
化
学
科
卒
）
が
司

会
し
、
林
勝
男
副
会
長
（
昭
和

四
十
五
年
機
械
科
卒
）
の
開
会

の
辞
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

物
故
者
追
悼
で
は
、
旧
職
員
・

同
窓
生
ら
平
成
二
十
五
年
度
中

に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
五
十
一

名
（
平
成
二
十
五
年
五
月
～
平

成
二
十
六
年
五
月
判
明
分
）
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
祷
い

た
し
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
で
は
森
一
政
会
長

（
昭
和
四
十
一
年
電
気
科
卒
）
は
、

次
の
と
お
り
述
べ
ま
し
た
。

　
「
五
月
二
日
の
本
校
創
立

百
十
五
周
年
の
記
念
式
典
で
は

新
入
生
も
校
歌
を
斉
唱
し
た
が
、

伝
統
を
引
き
継
ぐ
活
動
を
目
指
し
て

　

全
国
の
小
倉
工
業
高
校
同
窓

の
皆
様
、
お
元
気
で
ご
活
躍
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
五
月
二
十
五
日
の
北
辰

会
総
会
に
て
北
辰
会
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
篭
原
で
す
。
森

前
会
長
よ
り
公
務
ご
多
忙
中
で

会
長
職
を
続
け
る
こ
と
が
難
し

い
と
の
話
を
受
け
、
会
長
に
指

名
頂
き
北
辰
会
総
会
を
経
て
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
副

会
長
で
残
留
さ
れ
た
森
会
長
、

新
た
に
若
い
紅
一
点
池
尻
さ
ん

始
め
選
出
さ
れ
た
三
役
で
今
期

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
成
重
先

輩
、
杣
先
輩
、
佐
々
木
先
輩
、

赤
尾
顧
問
、
長
野
先
輩
そ
し

て
、
森
前
会
長
と
、
北
九
州
は

も
と
よ
り
全
国
の
実
業
界
・
各

界
で
活
躍
さ
れ
た
す
ご
い
リ
ー

ダ
ー
の
元
に
小
倉
工
業
高
校
同

窓
会
北
辰
会
は
活
動
が
な
さ
れ

て
き
た
と
、
つ
く
づ
く
思
っ
て

い
ま
す
。

贈
呈
式
・
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た

野
見
山
　
誠
一 

さ
ん
（
昭
和
三
十
六
年
電
気
科
卒
）

平
成
二
十
六
年
度

北
辰
会
総
会
開
催
さ
れ
る

赴
任
さ
れ
更
に
強
い
チ
ー
ム
を

目
指
し
て
日
夜
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
。

先
輩
の
絆
を
母
校
の
支
援
へ�

　

今
、
専
門
高
校
（
工
業
・
農

業
・
商
業
な
ど
職
業
系
の
学

校
）
が
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
び
の
仕
方
が
多
様
化

す
る
中
で
科
学
技
術
や
も
の
づ

く
り
な
ど
産
業
界
で
即
戦
力
に

な
る
事
例
が
多
く
出
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
中
核
校
で
あ
る
小

倉
工
業
高
校
の
役
割
は
も
っ
と

重
要
に
な
り
ま
す
。
母
校
生
徒

の
皆
さ
ん
の
活
躍
と
先
生
方
の

熱
心
な
指
導
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
土
台
の
強

い
小
倉
工
業
高
校
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ベ
ー

ス
に
な
る
の
が
同
窓
会
活
動
で

す
。
全
国
の
企
業
や
地
域
で
ご

活
躍
の
卒
業
生
の
皆
様
の
英
知

を
結
集
し
て
母
校
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
元
と
な
る
の
が
日
々
の
各
地
・

職
場
で
の
同
窓
会
活
動
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
が
親
睦
を
深
め

ら
れ
、
気
軽
に
交
流
で
き
る
活

動
を
目
指
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

寒
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
同

窓
生
各
位
の
ご
健
康
を
祈
念
し

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

長・本
田
和
人
氏
で
、熱
の
こ
も
っ

た
話
し
ぶ
り
は
、
大
変
意
義
あ

る
も
の
で
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
講

師
の
と
こ
ろ
に
歩
み
よ
り
、
色
々

な
疑
問
質
問
を
投
げ
か
け
て
の

会
話
風
景
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
懇
親
会
の
中
で
は
、
部
活

顧
問
の
先
生
方
に
よ
る
力
強
い
決

意
表
明
も
し
て
い
た
だ
き
、
会
場

内
に
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
講
演
会
、
第
二
部
懇
親

会
と
い
う
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
今

後
も
当
分
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◇
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二

日
、
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
小

倉
南
コ
ー
ス
に
お
い
て
八
時
三
十

分
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
五
十
八
名
で
、
昨
年
よ
り

幾
分
少
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
の
中
で
ス

タ
ー
ト
し
、
途
中
小
雨
の
降
る
中

悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

た
だ
高
齢
者
の
多
い
中
、
和

気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
し
、

し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
取
れ
て
い
た
よ
う
で
、
嬉
し
い

限
り
で
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
り

競
技
終
了

後
、
結
果

が
判
明
す

る
ま
で
の

モ
ニ
タ
ー

画
面
を
食

い
入
る
よ

う
に
眺
め

る
参
加
者

の
光
景
が

印
象
的
で

し
た
。
表

彰
式
で

は
、
近
年

賞
品
を
果
物
に
変
え
た
の
が
大

変
好
評
で
、
皆
さ
ん
か
ら
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特

に
参
加
賞
の
生
卵
（
味
宝
卵
）

は
、
購
入
者
が
い
る
ほ
ど
の
人

気
振
り
で
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

　

優
勝

　
　

大
林　

郁
夫
（
旧
職
員
）

　

準
優
勝

　
　

小
田　

伯
雄
（
昭
44
機
）

　

三
位

　
　

西
尾　

純
一
（
昭
43
機
）

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　

樋
口　

政
美
（
一
般
）
86

【
女
性
の
部
】

　

優
勝

　
　

加
賀
美
和
子
（
一
般
）

　

準
優
勝

　
　

佐
藤
千
代
美
（
一
般
）

　

三
位

　
　

西
尾　

英
子
（
一
般
）

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　

加
賀
美
和
子
（
一
般
）
99

☆
当
日
賞

　
　

田
中　

義
隆
（
一
般
）

☆
Ｂ
Ｂ
賞

　
　

竹
川　
　

均
（
昭
49
機
）

北
九
州
の
活
天
地
・
・
・

　
　
意
気
天
を
衝
く
益
荒
男

部
活
動
後
援
会
活
動
報
告

北辰会会長
篭原 裕明

（   　　　）昭和42年
電子科卒



旧
職
員 

村
岡　

忠
昭

昭
８
年
機 

永
井　
　

功

昭
９
年
電 

杉
田　

忠
信

昭
12
年
電 

古
賀　
　

治

昭
13
年
機 

井
上　

重
幸

昭
14
年
機 

香
坂　
　

勲

昭
14
年
機 

井
澤　

文
男

昭
14
年
機
２
部 

河
内　

邦
夫

昭
16
年
電 

林　
　

敬
之

昭
18
年
機
１
種 

植
波　

正
昭

昭
20
年
機
１
種 

青
木　

延
茂

昭
20
年
機
１
種 

松
岡　

藤
助

昭
20
年
機
専 

尾
崎　

孝
義

昭
20
年
電
２
種 

福
永　

和
雄

昭
21
年
電
３
種 

釜
谷　

久
昭

昭
22
年
機
３
種 

鍬
田　

正
勝

昭
22
年
機
３
種 

中
野　

太
郎

昭
24
年
電 

山
下　

一
夫

昭
25
年
電 

梅
本　
　

隆

昭
26
年
機 

大
久
保
房
男

昭
26
年
機 

橘　
　

俊
勝

昭
26
年
機 

原
田　

和
己

昭
26
年
電 

長
野　

正
雄

昭
26
年
電 

三
島　
　

等

昭
23
年
併
中 

山
手　

義
昭

昭
27
年
電 

福
本　

新
平

昭
28
年
機 

槌
本　

忠
寛

昭
28
年
機 

椿　
　

達
雄

昭
28
年
電 

坪
田　

博
敏

昭
28
年
電 

原
田　

八
武

昭
29
年
機 

生
原　

政
弘

昭
29
年
機 

冨
塚　
　

寿

昭
29
年
電 

鋤
崎　

久
範

昭
29
年
電 

横
尾　

研
輔

昭
29
年
化 

奥
村　
　

博

昭
30
年
電 

井
原　

太
郎

昭
31
年
機 

岡
田　

弘
一

昭
31
年
電 

川
波　

重
臣

昭
31
年
電 

吉
田　
　

豊

昭
32
年
機 

森
園　
　

光

昭
32
年
電
通 

木
村　
　

剣

昭
34
年
機 

辻　
　

義
之

昭
35
年
電 

藤
田　
　

豊

昭
35
年
電
通 

中
野　

晏
至

昭
38
年
機 

杉
田　

光
明

昭
38
年
機 

林
田　

次
成

昭
39
年
機 

坪
井　

豊
治

昭
40
年
機 

中
村　

幸
雄

昭
42
年
電
子 

高
橋　
　

修

昭
44
年
化 

井
﨑　

繁
喜

昭
45
年
機
工 

菅　
　

賢
一
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基金会計（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収
　
入

前年度繰越金 13,520,424 ゆうちょ銀行定額預金　4,100,000円福岡中央銀行定期預金　9,420,424円
預 金 利 息 1,887 ゆうちょ銀行利息309円　福岡中央銀行中間利息1,578円
寄 付 600,000 平成25年度一般会計より
合 計 14,122,311

次 年 度 繰 越 金 14,122,311 ゆうちょ銀行定額預金　  3,400,000円福岡中央銀行定期預金　10,722,311円

名簿積立金（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収
　
入

前年度繰越金 3,216,360 ゆうちょ銀行定額
名簿積立金 1,000,000 名簿引当金（平成 28年度改訂名簿編集費）
利 息 1,325
合 計 4,217,685

次 年 度 繰 越 金 4,217,685 福岡中央銀行定期預金

平成25年度 北辰会決算書  及び  平成26年度 予算案

費　　目 平成25年４月１日～平成26年３月31日 平成26年度
予　算　額 摘　　要予 算 額 決 算 額 対比増減 摘　　要

収
　
　
入

前年度繰越金 591,633 591,633 0 566,762
同 窓 会 費 2,800,000 2,477,000 323,000 1,239件 2,800,000 ＠2,000円×1,400名
新入生入会金 600,000 600,000 0 ＠3,000円×200名 597,000 ＠3,000円×199名

在校生同窓会費 3,588,000 3,566,500 21,500 ＠500円×12ケ月
×1,2,3年 3,564,000 ＠500円×12ケ月

×1,2,3年（594人）
預 金 利 息 67 103 △ 36 福銀1　13円　福銀２　90円 38
名簿販売金 112,500 112,500 0 25冊 112,500 ＠4,500円×25冊
雑 収 入 307,800 550,350 △ 242,550 総会より500,000円 59,700
合 計 8,000,00 7,898,086 101,914 7,700,000

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

支部還元金 100,000 87,000 13,000 支部活動支援費 100,000 支部活動支援費
組織対策費 300,000 281,400 18,600 組織強化費用 350,000 組織活性化・組織強化費
大名簿編集費 1,000,000 1,000,000 0 名簿積立金 1,000,000 平成28年度改訂積立金
部活動後援費 1,400,000 1,100,000 300,000 部活動支援費用、同窓会バス補助 1,200,000 部活動支援費用、同窓会バス補助
事 務 手 当 1,000,000 1,000,000 0 事務局長手当 1,000,000 事務局長手当
人 件 費 1,400,000 1,377,075 22,925 パート代（交通費含） 1,400,000 事務局パート代
印 刷 費 180,000 164,500 15,500 コピー機リース代・インク代 180,000 コピー機リース代・インク代等
会 報 費 500,000 491,714 8,286 北辰会報春季号 500,000 北辰会報印刷費、発送費
会 議 費 100,000 95,434 4,566 理事評議員会・支部代表者会議 100,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 150,000 121,324 28,676 電話代・領収書葉書代・案内等 150,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅費交通費 300,000 219,770 80,230 各支部総会出席旅費等 300,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永年勤続表彰費 90,000 90,000 0 ３名 0 学校職員10年勤続者該当者無し
慶 事 費 150,000 145,750 4,250 支部総会祝儀・花輪代等 150,000 各支部総会祝儀等
産業教育振興会費 5,000 5,000 0 １口 5,000 産業教育等協賛費年会費１口
事務用品代 150,000 144,410 5,590 コピー用紙、紙折機代他 150,000 事務局事務用品等
振替手数料 100,000 88,960 11,040 会費振替手数料 100,000 会費振替手数料等
雑 費 50,000 41,379 8,621 茶葉代等 50,000 茶葉代等
事務局運営費 250,000 170,403 79,597 水道光熱費、家賃、清掃代等 250,000 水道光熱費・事務局清掃代・家賃
予 備 費 745,000 78,225 666,775 パソコン代他 685,000
北辰会長表彰費 30,000 28,980 1,020 生徒表彰記念品代 30,000 生徒表彰記念品代
寄 付 0 600,000 △ 600,000 基金へ 0 基金へ
合 計 8,000,000 7,331,324 668,676 7,700,000

次 年 度 繰 越 金 566,762
福銀１  28,278円
福銀２  280,556円
現金  257,928円

平成25年度　北辰会定期総会決算書（平成２年・平成14年卒当番幹事）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収
　
入

総会会員券 1,505,000 ＠ 5,000 円× 301 枚
広 告 料 2,255,000 ＠ 5,000 円× 451 口
雑 収 入 711,248 祝儀100,000円　イベント収入143,500円　前年度準備金463,748円　その他4,000円
合 計 4,471,248

支
　
出

総 会 費 2,195,861 総会飲食費、会場関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 386,000 当番幹事会議費及び反省会費
事務局運営費 1,889,387 次年度準備金315,626円　同窓会寄付500,000円　冬季会報費391,630円　通信費、雑費、事務局運営費等
合 計 4,471,248

差 引 残 高 0

費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収
　
　
入

前年度繰越金 3,508,128 3,508,128 0 前年度繰越金
寄 附 金 2,900,000 2,227,786 △ 672,214
雑 収 入 872 366 △ 506 預金利息
合 計 6,409,000 5,736,280 △ 672,720

支
　
　
　
　
出

特別奨学金費 600,000 0 600,000

山田奨学会費 120,000 120,000 0 ＠10,000円×１名×６月（前期）
＠10,000円×１名×６月（後期）

科学研究奨学会費 500,000 500,000 0 情報教育システム物品購入
部活動奨励費 500,000 500,000 0
教育研究奨励費 200,000 0 200,000
国際研修費 300,000 281,840 18,160 全工協カナダ研修
管 理 費 200,000 115,310 84,690 振込用紙印刷代
事 務 費 350,000 334,420 15,580 同窓会館財産使用料、切手代

予 備 費 3,639,000 200,840 3,438,160
次世代リーダー養成塾
陸上部インターハイ
国民体育大会（陸上部）
全国ロボット競技大会

合 計 6,409,000 2,052,410 4,356,590
  　 収入額　　　　　　支出額
  5,736,280円　－　2,052,410円　＝　3,683,870円（次年度へ繰り越し）

平成25年度　教育振興基金（一般会計）決算書

費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収
入

前年度繰越金 9,019,594 9,019,594 9,019,594 前年度繰越金
雑 収 入 406 1,436 1,030 預金利息
合 計 9,020,000 9,021,030 1,030

支
出

0 0 0
合 計 0 0 0

  　 収入額　　　　支出額
  9,021,030円　－　0円　＝　9,021,030円（次年度へ繰り越し）

平成25年度　教育振興基金（特別会計）決算書

会
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、

母
校
の
支
援
を
し
て
い
る
の

か
、
苦
労
話
を
含
め
た
交
流
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
」。

　

次
に
平
野
孝
幸
校
長
が
学
校

長
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
仁
川
機
械
工
業
高
校
と
我

が
小
倉
工
業
高
校
と
の
姉
妹
校

提
携
は
、
一
九
八
九
年
に
締
結

さ
れ
、
今
年
二
十
五
年
目
を
迎

え
る
」「
こ
の
間
、
両
校
が
お

互
い
に
訪
問
し
あ
う
な
か
、
友

好
か
つ
意
義
あ
る
交
流
を
行
っ

て
き
た
」「
特
に
我
が
校
が
仁

川
機
械
工
業
高
校
を
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
き
は
、
い
つ
も

大
変
温
か
い
歓
迎
を
い
た
だ

き
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上

げ
た
い
」「
本
日
、
教
員
同
士

の
交
流
会
で
の
教
育
懇
談
に
際

し
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
的
な
交

流
を
更
に
発
展
さ
せ
て
、
技
術

面
で
の
交
流
部
門
を
深
め
て
い

き
た
い
と
い
う
話
を
し
た
」。

　

来
賓
挨
拶
を
尹
仁
文
（
ユ
ン
・

イ
ン
ム
ン
）校
長
が
述
べ
ま
し
た
。

フ
ォ
ン
演
奏
を
行
い
、
韓
国
の

歌（
ア
リ
ラ
ン
）や
日
本
の
歌（
ふ

る
さ
と
）
な
ど
披
露
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々
は
、
各
テ
ー
ブ

ル
を
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で

酒
を
飲
み
交
わ
し
、
乾
杯
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

宴
の
終
わ
り
は
、
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
来
賓

の
方
々
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
野
敏
昭
氏
（
本
校
教
頭
）

の
発
声
で
万
歳
三
唱
し
、
今
年

の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

閉
幕
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
私
は
今
年
三
月
、
仁
川
機

械
工
業
高
等
学
校
の
校
長
に
赴

任
し
た
」「
私
が
仁
川
機
械
工

業
高
校
に
勤
め
て
い
た
二
〇
〇

二
年
に
も
、
こ
の
よ
う
な
同
窓

会
の
行
事
で
あ
る
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
こ

と
が
あ
る
」「
二
〇
〇
五
年
か

ら
は
仁
川
機
械
工
業
高
校
を
離

れ
て
他
の
場
所
で
勤
務
し
て
い

た
が
、
小
倉
工
業
高
校
と
の
交

流
と
美
し
い
思
い
出
は
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」「
両

校
は
こ
れ
ま
で
文
化
交
流
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
、
技
術
交
流
な
ど

を
続
け
て
い
っ
て
お
り
、
同
窓

会
の
皆
さ
ま
と
も
時
々
イ
ベ
ン

ト
で
、
こ
の
よ
う
に
一
緒
に
さ

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

い
っ
て
い
る
」。

　

懇
親
会
は
、
北
辰
会
若
戸
・

遠
賀
支
部
の
中
野
茂
支
部
長

（
昭
和
四
十
二
年
工
業
化
学
科

卒
）
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　

余
興
と
し
て
、
竹
森
雅
治
氏

（
本
校
事
務
次
長
）
が
サ
キ
ソ

２
０
１
４
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
報
告

平
成
25
年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
25
年
５
月
11
日
よ
り
平
成
26
年
５
月
10
日
ま
で
に
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
）

（
敬
称
略
）

　

平
成
二
十
四
年
度
に
は
、
五

百
十
一
件
の
個
人
お
よ
び
団
体

よ
り
合
計
二
百
九
十
六
万
余
円

の
募
金
を
賜
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
協
力
に
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
度
教
育
振

興
基
金
で
は
次
の
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

一
、
山
田
奨
学
会

　
　

一
般
奨
学
生 

一
名

 

十
二
万
円

一
、
科
学
研
究
奨
学
会

 

五
十
万
円

　
　

掲
示
教
育
推
進

　
　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

　
　
　
（
三
年
計
画
最
終
年
）

一
、
部
活
動
な
ど
の
奨
励

 

五
十
万
円

　
　

 （
陸
上
部
、も
の
づ
く
り
部
、

メ
デ
ィ
ア
部
、
吹
奏
楽
部
）

一
、
国
際
研
修

　
　

 

全
国
工
業
校
長
会
主
催
海

外
研
修
事
業

　
　
（
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
）

 

二
十
八
万
一
八
四
〇
円

一
、
予
備
費

　
　

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

　
　

部
活
動
全
国
大
会
補
助

 

二
十
万
八
四
〇
円

　

以
上
は
母
校
の
要
請
に
よ
り

　

北
辰
会
小
倉
北
支
部
主
催

の
「
２
０
１
４
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
、
平
成
二
十
六

年
八
月
二
十
二
日
（
金
）
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
、
小
倉
飯
店

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
堺
町
一

丁
目
一
番
十
四
号
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
北
辰
会
関
係
の

方
が
四
十
三
名
、
学
校
関
係
の

方
が
十
六
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
の

方
が
三
名
、
合
わ
せ
て
六
十
二

名
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
本
校

来
訪
中
の
韓
国
・
仁
川
機
械
工

業
高
校
の
先
生
お
よ
び
同
窓
会

関
係
の
方
が
九
名
、
来
賓
と
し

て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
四
百

八
十
五
件
の
同
窓
各
位
・
団
体

か
ら
合
計
二
百
二
十
二
万
余
円

を
賜
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
浄
財
は
平
成
二

十
六
年
度
の
教
育
振
興
基
金
の

活
動
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

北
辰
会
事
務
局
へ
直
接
現
金

を
納
入
さ
れ
た
寄
付
金
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

福
井
一
憲
（
昭
50
機
） 

一
万
円

坂
田
智
之
（
昭
36
機
） 

五
万
円

木
村
恵
美
子
（
学
校
事
務
）

 
一
万
円

田
中
亮
平
教
諭 
一
万
円

松
永
佳
幸
教
諭 

一
万
円

大
山　

勝
（
昭
39
電
） 

十
万
円

中
村
達
志
教
諭 

一
万
円

篭
原
裕
明
（
昭
42
電
子
）

 

十
万
円

森　

一
政
（
昭
41
電
） 

三
万
円

㈱
長
田
石
材
工
業 

一
万
円

北
辰
会
小
倉
北
支
部 

五
万
円

赤
尾
正
洋
（
昭
26
機
） 

十
万
円

藤
河
勝
幸
（
昭
36
機
） 

三
万
円

部
活
動
後
援
会 

八
十
万
円

　

そ
の
他
多
く
の
会
員
各
位
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
屋
敷
憲
治
支
部
長
（
昭
和

四
十
一
年
工
業
化
学
科
卒
）
の

小
倉
北
支
部
長
挨
拶
に
続
い

て
、
篭
原
裕
明
北
辰
会
会
長

（
昭
和
四
十
二
年
電
子
科
卒
）

が
北
辰
会
会
長
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。

　
「
仁
川
機
械
工
業
高
校
と
小

倉
工
業
高
校
が
四
半
世
紀
に
お

よ
ぶ
姉
妹
校
交
流
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
重
要

な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
」

　
「
両
校
の
同
窓
会
は
共
に
母

校
の
生
徒
・
学
生
の
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
こ

の
機
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓

教
育
振
興
基
金
報
告


